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血 液 竝 ニ 臟 器 内 還 元Glutathionニ 就 テ

 (第2報)

総輸膽 管結紮,燐 中毒竝 ニ臨牀的2, 3疾 患時 ニ

  於 ケル還 元Glutathion量 ノ變化

 岡山醫科大學柿沼内科教室(主任柿沼教授)

 醫學士 鍋 島 清 志

 [昭 和11年7月29日 受 稿]

 Aus der Med. Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama

 (Vorstand: Prof. Dr. K. Kakinuma).

Uber den reduzierten Glutathiongehalt in Blut und Geweben.

 (II. Mitteilung)

Uber den reduzierten Glutathion bei staungsikterischen

 und phosphorvergifteten Kaninchen sowie

 bei einigen kranken Menschen.

 Von

 Dr. Kiyoshi Nabeshima.

 Eingegangen am 29, Juli 1936.

 Verfasser untersuchten den Glutathiongehalt im Blute und in den verschiedenen
Organen und Geweben bei staungsikterischen und phosphorvergifteten Kaninchen,

sowie den im Menschenblute bei einigen Krankheiten und erhielten die folgenden

Resultate:

 1) Bei dem Staungsikterus nimmt der Glutathiongehalt in Leber, Niere, Milz und

Nebenniere betrachtlich, insbesondere in der Leber und Niere, mit jedem Tag allmah-

lich ab. Dagegen weist der Gehalt nur im Herzen eine allmahliche deutliche Zunahme

auf, wahrend in Lunge und Muskel keine Veranderung zu beobachten ist.
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 2) Bei der Phosphorvergiftung zeigt sich eine Erhohung des Glutathiongehaltes
in Niere, Lunge, Herz und Muskel, und zwar abgesehen von Niere, eine allmahlich

zunehmende Vermehrung, dagegen in Leber, Milz und Blut eine deutliche Herab-

setzung und keine nennenswerte Veranderung in der Nebenniere.

 3) Der Glutathiongehalt im Blnte von Gesunden betragt durchschnittlich 0.0316%,
bei Mannern durchschnittlich 0.0323%, bei Frauen durchschnittlich 0.0309%.

 4) Der Glutathiongehalt im Blute bei den verschiedenen krankheiten stellt sich,
wie folgt:

 Bei Lebererkrankungen wird der Glutathiongehalt im Blute deatlich herabgesetzt,
wahrend er bei Luetikern vermehrt wird. Bei den ubrigen Erkrankungen, wie Diabetes

Mellitus, Lungentuberkulose, Pleuritis exsudativa und Arteriosklerose zeigt sich keine

merkbare Veranderung. (Autoreferat)
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 第1章 緒 言

余 ハ曩 ニ窒息竝 ニ「ウラン」中毒 ノ際 ニ於 ケ

ル血 液竝 ニ諸臟器組織 内還元Glutathionヲ

測定 セルニ夫 々興味 アル結果 ヲ得 タル ヲ以テ

之 ヲ報告 セリ.

 本 報 ニ於 テハ等 シク肝臟 ヲ障碍 ス ト考 ヘ ラ

ルル總 輸膽管結紮竝 ニ燐 中毒 ガ生體内諸臟器

組織及 ビ血 液還 元Glutathion量 ニ如何 ナル

影響 ヲ及 ボスモノナル ヤ,併 セテ臨牀的 ニ,

2-3疾 患 時ニ 於 ケル血液還元Glutathion量

ニ就テ測定 セル ヲ以テ茲 ニ報告 セ ン トス.

 惟 フニ肝臟ガ諸種新陳代謝 ノ中心 ニ シテ,

而 モ肝臟 機能障碍 ニ際 シテ啻 ニ肝臟 ノ ミナ ラ

ズ生體 内各種臟器組織 モ亦種 々ナル程度 ニ於

テ影響 セラルル ハ,何 人 ト雖 モ之 ヲ疑 フモ ノ

ナ ク レ共,其 ノ如何 ナル臟 器 ニ如何 ナル程 度

ノ影響 ヲ與 フル モノナル ヤニ關 シテハ今 日未

ダ尚充分闡明セ ラ レザル所多 シ.

 第2章 文 獻 囘顧

 家兎 ノ總輸膽管ヲ結紮 シテ以テ鬱積黄疸ヲ發生

セ シ メ,其 ノ際 發 生 ス ル肝 臟 内壞 死 竈 ニ關 シテ ハ

1876年Charcot et Gombault1)氏 ニ ヨ リ肇 メテ
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記載セラレタルモノニシテ,次 デEppinger2)氏

ニ ヨリ詳細ナル研究發表セラレテ以來黄疸ノ本態

ニ關スル研究乃至ハ血清學的,組 織學的研究相次

デ發表セラレ,本 邦ニ於テモ最近,大 野3)角 尾4)

氏等ニヨリ極メテ詳細ナル研究發表セラレ最早黄

疸 ノ研究ニ關シテハ餘蘊ナキノ感アレ共,又 一方

肝臟機能 ノ極メテ精緻ナル ト多岐ニ渉レル トハ吾

人ヲ シテ容易ニ其ノ本態ヲ把握セシメズ,爲 ニ

其 ノ微細 ナル點ニ至 リテハ,今 日ニ於テモ尚且充

分闡明セラレタリトハ云ヒ難ク,所 謂鬱積性黄疸

ノ本態ニ至 リテモ,血 行障碍説,傳 染説,膽 管系

破綻説,或 ハ肝細胞自己ノ病變説等々 ト諸説區々

トシテ今尚論議セラルル所ナリ.而 シテ鬱積黄

疸 惹起 後 ニ於 ケ ル還 元Glutathionニ 關 シテ文 獻

ヲ徴 スル ニVarela, Duomarco u. Munilla5)等 ガ

種 々ナ ル 動物 ニ就 テ肝 臟 内還 元Glutathionト 共

ニ脂 肪,Glykogen等 ニ就 テ,Binet u. Arnaudct6)

氏 ガ犬 ノ肝 臟 ニ就 テ,共 ニ還 元Glutathionノ 著

明 ナ ル 減少 ヲ報 ジ,本 邦 ニ於 テハ 大 橋7)氏 ガ肝,

脾,血 液 ニ就 キ,佐 藤8)氏 ガ各 種 臟 器 組 織 ニ就 テ

實驗 セ ル モ結 紮 後4日 以 後 ノ比 較 的 後 期 ニ於 ケル

變 化 ニ就 テ述 ベ タ リ.

 燐 中 毒 ニ關 シテハ1861年Lewin9)氏 ニ依 テ 既 ニ

肝 臟 内脂 肪變 性 ニ就 テ 記 載 セ ラ レ,以來Wegner10),

Munk u. Leyden11), Wyss12), Krebs13), Rosen-

feld14)等 ノ諸 氏 ハ等 シク同 樣 ノ事 實 ヲ實 驗 報 告 セ

リ.而 シテ肝 臟 ノ病 理 解 剖 的 變 化 ニ關 シテ ハ,肝

實 質 細胞 ノ膨 脹 崩壞 及 ビ空 胞 形 成,肝 小 葉 ノ充 血

脂 肪變 性 等一 般 ニ認 メ ラ レ タル所 ナ リ.然 ル ニ該

脂 肪變 性 ノ本 態 ニ關 シテハAschoff15), Meyer16),

Lebedeff171, Petrl18)等 夫 々 異 ル見 解 ヲ有 シ諸 家 ノ

説 ク所 尚 全 ク一 致 セザ ル所 ナ リ.

 而 シテ 燐 中 毒 ガ生 體 内諸 臟 器組 織 ニ及 ボ ス影 響

ニ關 シテ ハ 既 ニ古 クWegner氏 ハ家 兎 犬 猫 等 ニ

就 テ慢 性 中毒 ノ際 ニ於 ケル骨 ノ變 化,胃 加 答 兒 症

状,脾 腫,胸,腹 水ノ潴溜,Laennec氏 肝硬變症

樣症状等ニ就テ記載 シ,其 ノ他ノ臟器例之腎,心

筋,骨 骼筋,血 管内膜等ニ及ボス影響ニ就テモ近

時漸次闡明セラレツツアリ.之 ガ還元Glutathion

含 有量ノ變化ニ關シテ爲サレタル業績 ヲ渉獵スル

ニGersholowitz a. Campbell19)竝 ニ前述セル佐

藤氏ガ鬱積黄疸 ト共ニ之 ヲ行ヒタルモ夫々余 ノ實

驗 ト測定要約ヲ異ニセ リ.

 第3章 實 驗方法

 實驗材料竝ニ定量法ハ總テ第1報 ニ記述セルガ

如シ.健 康人血液還元Glutathionハ 男子ニアリ

テハ外來患者中ヨリ所見ノ認 メラレザルモノヲ選

ビ,女 子ニ於テハ當科看護婦ニ就キ,正 中靜脉ヲ

穿刺 シテ血液約6.cc内 外 ヲ得,直 チニ小量ノ「弗

化ナトリユーム」ヲ加ヘ血液凝固ヲ防止シ,同 時

ニ耳朶ヨリ採血シテ赤血球竝ニ血色素量ヲ測定セ

リ,但 シ女子ニ於テハ無月經時ヲ選ベ リ.

 總輸膽管緒紮 正中線ニ於テ腹腔 ヲ約4cm切

開 シ,十 二 指 腸 ニ近 接 セ ル部 ニ於 テ 總輸 膽 管 ヲ結

紮 ス.

燐 中 毒1%「 オ レー ブ油 」溶 液ヲ 家 兎 毎kg0.3cc

背部皮下ニ注射ス.

 第4章 實 驗成績

  第1節 總 輸膽管結 紮時 ニ於ケ ル

 實驗

 總輸膽管結紮後家兎ハ食慾減退 シ,結 紮 ノ翌日

既ニ眼球結膜,口 腔粘膜著明ニ黄染 シ,尿 ハ膽汁

色素排出ニヨリ所謂黄疸尿 ノ所見ヲ呈シ,而 モ之

等ハ日ト共ニ増強セリ.

 結紮後24, 48, 72時 間ニ於テ夫々血液竝ニ臟器

組織内還元Glutathion量,赤 血球,血 色素量等

ヲ測定 セリ.
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第1表 總輸膽管結紮時ニ於ケル血液還元Glutathion含 有量

 上掲ノ如ク赤血球ハ總輸膽管結紮後第1日(24

時間後)平 均6%ノ 増加率,第2日,7%第3日,

3%ノ 夫々減少率ヲ示セリ.

 血色素量ハ第1日 著明ニ増加シタレ共第2日 以

後 ハ 夫 々輕 度 ノ減少 ヲ示 シ,赤 血球 ニ於 ケル ト凡

ソ同 樣 ノ傾 向 ヲ見 タ リ.

 血液 還 元Glutathion重 ハ 結紮 第1日 平均0.032

%ニ シテ對 照 平均 値0.032%ニ 比 シ増 減 ナ ク,第

2日 ハ平 均0.0328%ニ シテ對 照 ニ比 シ僅 カ ノ減 少

(4%)ヲ,第3日 ハ0.0303%ニ シテ 對 照 平 均 値 ニ

比 シ10%ノ 可 成 リ著 明 ノ減少 率 ヲ示 セ リ.

 即 チ血液 還 元Glutathion最 ハ 結紮 後 日 ヲ逐 フ

テ漸 次 減 少 ス ル ヲ見 ル.

 G.Q.ハ 結 紮 第1日5%ノ 減 少,第2日 ハ4%ノ

増 加 ニ シテ 著變 ヲ認 メザ ル モ第3日 ニ於 テハ 平 均

5.06ニ シテ 對照 平 均 値5.53ニ 比 シ8%ノ 可 成 リ

著 明 ナ ル減 少 ノ傾 向 ヲ示 セ リ.

第2表 總輸膽管結紮時ニ於ケ ル臟器内還元Glutathion含 有量
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 諸 臟 器 組 織 内還 元Glutathionハ 第2表 ニ示 ス

ガ如 ク

 副 腎:結 紮 第1日 平 均0.389%ニ シテ副 腎 正

常 平 均 値0.360%ニ 比 較 ス レバ8%ノ 増加 率 ナ レ

共 第2日 平 均0.243%ニ シテ32%,第3日 平 均

0.256%ニ シ テ29%ノ 夫 々著 明 ナ ル減 少 率 ヲ示 セ

リ.即 チ副 腎 ニ於 テハ 第1日 多 少 増 加 セル ガ如 キ

成 績 ヲ得 タ ル モ,元 來 副 腎ハ 正常 家 兎 ニ於 テ モ其

ノ生理 的 動搖 範 圍 大 ナ ル ヲ以 テ先 々著 變 ナ シ ト云

フ ヲ得 ベ キ モ,第2日 以 後 ニ於 テ ハ夫 々著 明 ナル

減 少 ヲ示 セ リ.

 肝 臟:結 紮 第1日 平 均0.278%,第2日0.252%

第3日0.238%ニ シ テ 肝 臟 正常 平 均 値0.358%ニ

比 シ夫 々22%, 29%, 33%ト 著 シ キ減 少 率 ヲ呈

シ,而 モ結 紮 第1日 既 ニ著 明 ニ減 少 シ漸 次 時 日的

經 過 ト共 ニ其 ノ度 ヲ加 フル 傾 向 ヲ見 ル.

 脾 臟:結 紮 後 第1日 平均0.247%,第2日

0.271%ニ シテ,之 ヲ正常 脾臟 平 均 値0.334%ニ 比

較 ス ル ニ 夫 々26%, 18%ノ 減 少 率 ナ レ共,第3

日 ニ至 リ平 均0.335%ニ シ テ全 ク正 常 値 ニ復歸 セ

リ.

 腎 臟:結 紮第1日 平 均0.203%,第2日0.210%,

第3日0.191%ニ シ テ 腎 臟 正常 平 均 値0.232%ニ

比 較 シテ夫 々12, 9, 17%ノ 減 少 率 ヲ示 セ リ.

 肺臟: 結 紮 第1日 平 均0.116%,第2日0.118%

第3日0.122%ニ シ テ 肺臟 正 常 平 均 値0.120%ニ

比 シ認 ム ベ キ増 減 ナ シ.

 心 臟:結 紮 第1日 平 均0.096%,第2日0.107%

第3日0.104%ニ シ テ 心臟 正 常 平均 値0.091%ニ

比 シテ夫 々5, 17, 14%ノ 増 加 率 ヲ示 セ リ.

 赤 色筋:結 紮 第1日 平 均0.079%,第2日

0.071%,第3日0.082%ニ シテ赤 色 筋 正常 平 均 値

0.079%ニ 比 シテ第2日 ニ於 テ,10%ノ 減 少 率 ヲ

示 セ ドモ,其 ノ他 ニ於 テ ハ著 變 ナ シ.

 白色 筋:結 紮 第1日 平 均0.045%,第2日

0.047%,第3日0.048%ニ シ テ白 色 筋 正 常 平 均

値0.047%ニ 比 シ 一 定 ノ増 減 ノ傾 向 ヲ 見 出 シ 難

シ.

 第2節 燐 中毒時 ニ於ケ ル實驗

 燐注射後家兎ハ食慾不振ニシテ稍々衰弱 ノ徴候

ヲ認 メ體重亦多少減少 ノ傾向ヲ認メタリ.

 燐注射ニ於テモ前同樣24, 48, 72時 間後夫々

血液其ノ他 ニ就テ測定セ リ.
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第3表 燐中毒時血液還元Glutathion含 有量

 赤血球ハ第1日,2日 共 ニ多少 ノ減少ヲ(4%)認

メタ レ共,第3日 ニ於 テハ 對 照 値 ト異 ラズ.

 血色 素 量 ハ第1日,2日 共 ニ5%,第3日11%

ノ減少 率 ナ リ.

 血液 還 元Glutathion量 ハ注 射 第1日 平均0.0313

%ニ シ テ對 照 平均 値0.333%ニ 比 シ6%,第2日 平

均0.0307%ニ シテ 對照 平均 値0.0335%ニ 比 シ8%,

第3日 平 均0.0286%ニ シテ對 照 平 均 値0.031%ニ

比 シ7%ト 何 レ モ輕度 ノ減少 ヲ示 セ リ.

 G. Qハ 第1日 ハ對 照 値 ト殆 ド等 シ キ モ,第2日

ハ平 均4.72ニ シテ 對 照値5.40ニ 比 シ12%ノ 減 少

第3日 ハ5%ノ 減少 ヲ見 タ リ.

 臟 器 還 元Glutathionハ

第4表 燐中毒時臟器内還元Glutathion含 有量
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 副腎:注 射後第1日 平均0.410%ニ シテ副腎

正 常平 均 値0.360%ニ 比 シ13%ノ 増 加率 ナ レ共,

第2日 ハ 平 均0.313%ニ シテ逆 ニ13%ノ 減 少 率

ヲ示 シ,第3日 ニ ハ平 均0.435%ニ シ テ再 ビ20%

ノ増 加 率 ヲ示 シ,其 ノ間 一定 ノ傾 向 ヲ見 出 シ難 ク

而 モ前 述 セ ルガ 如 ク副 腎 ノ正 常 動 搖 範 圍 非 常 ニ 大

ナ ル點 ヨ リ考 フ レバ,是 又 著變 ナ シ ト云 フ ヲ得 ベ

シ.

 肝臟:注 射後第1日 平均0.331%ニ シテ肝臟

正 常 平 均 値0.358%ニ 比 較 シ テ僅 力7%ノ 減 少 率

ナ ル モ,第2日 平均0.287%,第3日0.240%ト

夫 々19,32%ノ 漸 次著 明 ナ ル減 少 率 ヲ見 タ リ.

 脾 臟:注 射 後 第1日 平 均0.318%,第2日0.294

%,第3日0.247%ニ シテ脾臟正常平均値0.334%

ニ比較シテ夫々4, 11, 26%ト 減少率漸次増強シ,

肝臟ニ於ケルト全ク同樣ノ傾向ヲ示セリ.

 賢 臟:第1日 平均0.319%,第2日0.286%,第

3日0.245%ニ シテ腎 臟 正常 平 均 値0.232%ニ 比

較シ テ 第1日 既 ニ37%ノ 著 明 ナ ル 増加 率 ヲ來 セ

ル モ漸 次 其 ノ度 ヲ減 ジ第2日,第3日 ニ至 リテハ

夫 々23%, 5%ノ 増 加 率 トナ リ日 ヲ逐 フテ 正常 値

ニ復 歸 ス ル傾 向 ヲ認 メ タ リ.

 肺 臟:第1日 平 均0.130%,第2日0.126%,

第3日0.155%ニ シ テ肺 臟 正常 平 均 値0.120%ニ

比較 シテ夫 々8, 5, 29%ノ 増 加 率 ニ シテ 殊 ニ第3

日 ニ於 テ著 明 ナ ル増 加 ヲ來 セ リ.

 心 臟:注 射 後 第1日 平 均0.100%,第2日

0.104%,第3日0.114%ニ シテ 心臟 正常 平 均 値

0.081%ニ 比 シ,其 ノ増 加 率 ハ夫 々9, 14, 25%ニ

シテ,肺 臟 ニ於 ケル ト同 樣,殊 ニ第3日 ニ顯 著 ナ

リ.

 赤色筋:注 射後第1日 平均0.082%,第2日

0.084%,第3日0.093%ニ シテ 赤 色 筋 正 常 平均 値

0.079%ニ 比 較 シテ3, 6, 17%ト 漸 次 増 加 シ.前

述 セ ル肺,心 臟 ニ於 ケル ト凡 ソ同 樣 ノ傾 向 ヲ認 メ

タ リ.

 白色節:注 射後第1日 平均0.044%ニ シテ白

色 筋 正常 平均 値0.047%ニ 比 シ6%ノ 減 少 率 ヲ示

セ ドモ,第2日0.050%,第3日0.053%ト 夫 々

6, 12%ノ 増 加 率 ヲ來 セ リ.
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第3節 健康人血液還元Glutathion

 含有量

 健康 男女各14例 ニ就テ血液還元Glutathion量

ヲ測定セルニ次表ニ示スガ如ク,

第5表 健康人血液還元Glutathion含 有量

 男 子平 均0.0323% (0.028-0.038),女 子平 均

0.0309% (0.027-0.035)ニ シテ,男 女 平均0.0316%

ヲ示 セ リ.

 G.Q.ハ 男 子6例 平均6.71 (6.1-7.9),女 子14例

平 均7.10 (6.3-7.8)ニ シテ女 子 ニ大 ナ ル ヲ見 ル.

而 シテ 男 女平 均 値 ハ6.99ナ リ.

 健 康 人 血液 還 元Glutathionニ 關 ス ル文 獻 ハ 比

較 的 多數 ニ シテ,其 ノ主 ナル モ ノ ノ2, 3ヲ 記 セ ンニ

 Varela, Apolo u. Vilar20) 0.040-0.056%

 Platt21) 0.030-0.050%

Fornieles u. Francisco22) 0.030-0.045%

本 邦 ニ於 テハ

 北 村23) 〓 0.026% (0.020-0.032)

 ♀ 0.023% (0.018-0.030)

 柏 原24) 〓 0.0383% (0.035-0.041)

 ♀ 0.0364% (0.0345-0.038)

 堀 江25) 〓 0.0267% (0.0245-0.0290)

 ♀ 0.0258% (0.0235-0.0310)

 等 ニ シテ 各 報 告者 ニ ヨ リ可成 リ著 明 ノ差 異 ヲ認

メ タ リ.而 シテ之 等 前 記 諸 氏 ノ實 驗 成 績 ト比 較 セ

ンニ ハ余 ハTripeptid説 ニ從 ヒテ計 算 シ タル ヲ以

テ,直チ ニ比 較 ス ルハ稍 々 困 難 ナ ル モ凡 ソ堀 江 氏

ノ成 績 ト一致 ス.

血 液 還 元Glutathionノ 男女 性 ニ ヨル 含 量 ノ差

異 ハ 從 來 ノ成 績 ニ見 ル如 ク,余 ノ成績 ニ於 テ モ亦

男 子 ニ 於 テ其 ノ含 量 大 ナ ル結 果 ヲ得 タ リ.

 又 之 ヲ雄 性 家兎 ニ 於 ケル ソ レ ト比 較 スル ニ家 兎

平 均0.033%ハ 健 康 男 子 平均 値0.0323%ニ 近 似

ス.
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第4節 2, 3疾 患 ニ於ケ ル血液還元

 Glutathion含 有 量

以下述ベン トスル疾患ニ於ケル血液内還元Glu-

tathion測 定 ハ柿沼 内 科 入 院 患 者 中 ヨ リ症 状著 明

ナ ル モ ノ ノ ミヲ選 ビ テ 之 ヲ行 ヘ リ.

第6表 2, 3疾 患 時血液還 元Glutathion
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 第1項 肺 結 核 症

 10例 平均0.0319% (0.028-0.035)ニ シテ 健康 人

正常 平 均値0.0316%ニ 比 シ0.8%ノ 増加 率 ニ シ テ

全 ク變 化 ナ シ ト云 フ ヲ得 ベ ク,反 之G.Q.ハ 平均

7.52 (6.8-8.3)ニ シテ 正常 平均 値6 .99ニ 比 シ7%

ノ可 成 リ著 明 ノ増加 率 ヲ示 セ リ.即 チ肺 結 核 症 血

液 還 元Glutathion量 ハ 正常 値 ニ比 シ テ,其 ノ絶 對

値 ニ於 テ ハ著 變 ナ キ モ單 位赤 血球 内 ニ含 有 セ ラル

ル 還元Glutathion量 ハ可 成 リ著 明 ニ増量 セ ル ヲ

知 ル.柏 原 氏 ハ肺 結 核 症 ニ於 テ,血 液 還 元Glu-

tathion量 ハ減 少 シ,G.Q.ハ 異 常 ヲ認 メズ ト述 ベ,

堀 江氏 ハ 兩 者 共 ニ増量 ス ト報 ジ タル モ余 ノ實 驗 ニ

於 テハ 著 シ ク之 等 ト趣 ヲ異 ニ セ リ.

 第2項 滲 出性肋膜炎

 滲出液 ノ潴溜可成 リ高度ニシテ有熟 ノ患者4例

ニ就テ測定セルニ,血 液還元Glutathionハ 平均

0.0325%, G. Qハ6.85ニ シテ夫々0 .6%, 2%ノ 極

メテ輕度 ノ増率ナリ.コ レニ關 シ柏原氏ハ血液還

元Glutathionハ 減少ス ト述ベ,堀 江氏ハG.Q.ト

共 ニ増加ス ト述ベタルモ,余 ノ實驗 ニ於テハ小數

例乍ラ,共 ニ著變 ヲ認 メザ リキ.

 第3項 肝 臟疾患

 肝臟癌腫4例,黄 疸著明ナル膽石症4例,家 族

性黄疸及ビ不明 ノ肝臟腫瘍各1例,計10例 ニ就テ

血液還元Glutathion量 ハ平均0.0279%ニ シテ健
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 康 人 平 均 値0.0316%ニ 比 シ 約11%ノ 著 明 ナ ル 減

少 率 ヲ示 シ,G.Q.ハ 平 均6.65ニ シテ4%ノ 減少

 率 ナ リ.而 シテ之 等 ノ内 各 々 ニ 就 テ之 ヲ見 ル ニ,

 1例 ノ原 因 不 明 ノ肝 臟 腫 瘍 ヲ除 キ テ ハ 血 液 還 元

 Glutathionハ 肝 臟 癌 腫 ニ於 テ 平 均 最 モ 著 明 ニ減

 少 シ,次 デ 膽 石 症 ノ順 位 ナ ル モ,G.Q.ハ 凡 ソ等 シ

 キ輕 度 ノ減 少 ヲ示 セ リ.

  之 ヲ文 獻 ニ徴 ス ル ニBinet u. Arnaudet氏 等 ハ

 膽 石症 ニ於 テハ 血 液還 元Glutathion量 ハ著 明 ニ

低 下 ス ル モ肝 臟腫 瘍 ニア リテ ハ著 變 ナ シ ト述 ベ,

堀 江 氏 ハ肝 臟 癌 腫 ニ際 シ,血 液 還 元Glutathion

量 ハ 減少 ス ル モ,G.Q.ハ 反 之 増 量 ス ト報 ジ タル モ

余 ノ實 驗 成 績 ヲ見 ル ニ,之 ト異 リ肝 臟 各種 疾 患 ニ

於 テ ハ 兩 者共 ニ減 少 シ,殊 ニ血液 還 元Glutathion

量 ノ著 明 ナル 減 少 ヲ見 タ リ.

 第4項 動 脉 硬 化 症

 血液 還 元Glutathionハ5例 平 均0.0324%ニ シ

テ 正常 値 ニ比 シ2%ノ 増 加 率 ヲ示 セ ドモ,内4例

ハ 男 子 ニ シテ,男 子 正 常 平 均値0 .0323%ニ 比 ス レ

バ 全 ク變 化 ナ シ ト云 フ ヲ得 ベ シ.

 G.Q.ハ 内2例 ニ於 テ測 定 シ得 タル ノ ミニ シテ

多 少 増加 ノ傾 向 ヲ認 ム ル モ云 々 シ得 ズ.

 第5項 黴 毒 性 疾 患

 脊 髓 癆2例,大 動脉 炎3例,腦 脊 髓 黴 毒1例 ノ

ワ 氏 反 應 竝 ニ村 田 氏反 應 共 ニ陽 性 ナル 男 子6例 ニ

就 テ 見 ル ニ血 液還 元Glutathion量 ハ平 均0.0350

%ニ シテ 男 子 正常 平 均 値0.0323%ニ 比 シ8%ノ 増

加 率 ヲ示 セ リ.

 G Q.ハ3例 平 均7.30ニ シテ,之 又8%ノ 増 加

ヲ見 タ リ.

 第6項 糖 尿 病

血液 還 元Glutathionハ5例 平 均0.0307%ニ シ

テ 正常 平 均 値 ニ比 シ2%ノ,G. Qハ 平均6.78ニ シ

 テ3%ノ 減少率ヲ示 セリ.

  Giordano u. Battistini26)氏等 ハ糖尿病 ノ際ニ

 於 テハ兩者共ニ減少 スト報ジタルモ,余 ノ成績 ヲ

 見 ルニ多少減少 ノ傾向ハ認ムルモ著明ナラズ.

 第5章 總 括竝 ニ考按

 以 上余 ノ實驗 成績 ヲ總括 スル ニ鬱積 黄疸 ニ

際 シテハ,肝,脾,腎 ニ於 テ結 紮後第1日 既

ニ著 明ナル減 少 ヲ認 メ,以 後脾臟 ニ於 テハ漸

次 正常値 ニ復歸 セルモ肝,腎 ニ アリテハ日ヲ

逐 フテ其 ノ減 少率増強 シ,殊 ニ肝 臟 ニ於 テハ

最 モ顯著 ナル減少 ヲ見 タ リ.

 既 ニ述 ベタルガ如 ク鬱 積黄疸 ニ際 シテ肝臟

ノ最 モ強 ク障碍 セラルルハ容易 ニ想像 シ得 ル

所 ニ シテ實驗的 ニモ既 ニ證 明 セラ レ,其 ノ機

能的方面 ヨリスルモ,岡 村27)氏 ハ肝臟 ノ糖 同

化機能 ノ減退 スルヲ認 メ,Varela,西 垣28)氏

等 ハGlykogen量 ノ著明 ナル減 少ヲ見,組 織

學 的所 見 ト能 ク一致 ス ト報 ゼ リ.而 シテ余 ノ

測 定 セル還 元Glutathion値 ヨ リスル モ著明

ナル減 少 ヲ示 シ,肝 臟還 元Glutathionニ 就

テ測定 セラ レタル諸家 ノ報告 ト凡 ソ一致 シ
,

只 其 ノ減 少率 ニ於 テ余 ノ場合 ニ於 テハ既 ニ結

紮第1日 ヨリ著明ナル減 少ヲ 見タル ヲ異 ニ セ

リ.

 脾 臟 ニ於 テハ大橋 氏 ハ結 紮第1日,2日 多

少増加 ノ傾向 ア リ ト云 ヘル モ,余 ノ實驗 成績

ニ於 テハ 第1日 既 ニ26%ノ 著 明ナル減 少 ヲ

來 シ,以 後次 第ニ恢 復 シテ,第3日 ノ後 ニハ

正常値 ニ復歸 セリ.佐 藤氏 ガ結紮後4, 5, 6, 7

日 ノ平均値 ハ71%ノ 著 明 ナル増加率 ナ リ ト

報 ジタル ハ或 ハ最初著明 ニ減 少 シ,後 漸次増

加 ノ過程 ニ アル一 面的實驗成績 ナ ランカ.
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 血 液還 元Glutathion量 竝 ニG.Q.ハ 結 紮

後第2日 迄 ハ著變 ナケ レ共,第3日 ニ至 リテ

ハ可成 リ著明 ニ減 少ノ傾向 ヲ認 メタ リ.

 副 腎 ニ於 テハ結 紮第2日 以後著明 ニ減 少セ

リ.而 シテ其 ノ他 ノ臟器例之肺,赤 色筋,白

色筋ニ於 テハ著變 ヲ認 メズ.

 以上 ニ反 シ獨 リ心臟 ニ於 テノ ミ結紮第1日

ヨリ既 ニ多 少増加 ノ傾 向ヲ示 シ,第2日,3

日共 ニ可成 リ著明 ノ増加 ヲ示 セリ.膽 汁 ノ心

臟 ニ對 スル作用 ニ就テ,從 來發表 セ ラレタル

實驗成績 ハ甚 ダ區 々ニ シテ,中 樞神經乃至ハ

心臟 自己ニ於ケ ル神經装置 ヲ侵シ 心臟機能 ヲ

減弱 セ シム ト説 クアリ(Rohrig29), Lowit30),

Biedel u. Kraus31), Glur32)),又Branden-

burg33)氏 ノ如 キハ知覺神經 ノ末端 ヲ侵 シテ

以 テ反射的 ニ迷走神經 ノ興奮 ヲ來 ス ト唱 ヘ,

近 時Wieland34)氏 ハ膽 汁酸 ハ 心臟 ニ對 シ

Digitalis樣 ニ作 用ス ト報告 セリ.鬱 積黄疸 ニ

際 シテモ岡田35)氏 ハ心臟Golgi氏 装 置 ハ術

後 ノ經過 日數 ニ比較 シテ漸次消 失ス ト述 ベ,

柏 木36)氏 ハ組織 學的檢索 ヲ行 ヒ心筋纎 維 ノ増

大,核 ノ輕度 ノ膨脹 ヲ報 ジタ リ.

 余 ノ實驗成績 ヲ見 ルニ,生 體 内主要臟器 ニ

於テハ何 レモ還 元Glutathion著 明 ニ減少ス

ルニ反 シ,獨 リ心臟 ニ於 テノ ミ漸次増量 シ心

臟機能 ノ著 シク亢 進 スル ヲ見 タ リ.

 燐 中毒時 ニ於 テハ肝脾ニ於 テ注射後 第1日

ヨリ減少ノ傾 向ヲ示 シ,第2日,3日 ト次第

ニ其 ノ度 ヲ増 シ第3日 ニ至 リテハ夫 々32%
,

26%ト 著 明ナル減少率 ヲ示 シ,殊 ニ肝臟 ニ於

クル減 少率最 モ大 ナ リ.之 ヲ前述 セル總輸 膽

管結紮時 ノ ソレ ト比較 スルニ肝臟 ニ於 テハ全

ク同樣 ノ傾 向ナルモ,脾 臟 ニ於 テハ稍 々趣 ヲ

異 ニ シ,總 輸膽管結 紮時 ハ第1日 著 明 ニ減 少

シ漸次正常値 ニ復歸 ノ傾 向 ヲ見 タルニ反 シ燐

中毒 ニア リテハ逆 ニ第1日 減少 ノ度比較的輕

度ナルニ漸次其 ノ度 ヲ増強 セ リ.燐 中毒 ニ於

ケル肝臟 ノ解剖竝 ニ組織學的變化 ニ關 シテハ

既ニ緒論 ニ於 テ述 ベタ ルガ如 クニ シテ又其 ノ

機能的變化 ニ關 シテモ長 尾36),岡 崎37)氏 等 ハ

肝臟Glykogenノ 著 明 ナル減 少 ヲ報 ジ,前 田

氏 モ亦肝臟 内Golgi氏 装 置 ニ就 テ24時 間 後

既 ニ著明ナル減 少 ヲ見タ リ.余 ノ實驗 成績 ヲ

見 ルモ肝臟還 元Glutathion量 漸 次減 少 シ,

肝 臟機 能 ノ著明ニ障碍 セラルル ヲ見 ル.

 腎,肺,心,赤 色筋ニ於 テハ注射後第1日 何

レモ増 加 シ,殊 ニ腎臟 ニ於 テハ37%ノ 著 明ナ

ル増加 ヲ見 タルモ漸次其 ノ度 ヲ減 ジ,第3日

ニ至 リ殆 ド正常値 ニ復歸 セル ニ反 シ,肺,心,

赤 色筋 ニア リテハ漸 次増量 シ,第3日 ノ後 ニ

ハ夫 々29%, 25%, 17%ノ 増 加率 ヲ見タ リ.

白 色筋 ハ第1日 多少減 少 セルモ第2日 以後 ハ

輕度 ニ増加 ス.副 腎ニ於 テハ一定 ノ傾 向 ヲ認

メ難 シ.血 液還 元Glutathion竝 ニG.Q.ハ

共 ニ減少 ノ傾 向 ヲ認 ム.

 以 上燐 中毒 ニ於ケ ル増減 ヲ佐藤氏 ノ成績 ト

比較 スル ニ肝臟 ニ於 テ減 少 シ肺,心 臟,筋 肉

ニ於 テ増量 セルハ凡 ソ一致 セル モ脾 ,腎,副

腎 ニ於 テハ全 ク余 ノ成績 ト相 反 シ,殊 ニ副腎

ニ於 テ佐藤氏 ハ293%ノ 著 明 ナル増加率 ヲ見

タルニ余 ノ實驗 ニ於 テハ著 變 ヲ認 メ得 ザ リ

キ.然 レ共 佐藤氏 ノ測定値 ハ前述 セルガ如 ク

注射第4日 以後 ノ比較的後期 ニ於 ケル數値 ニ

シテ余 ノ成績 ト一律 ニ比 較 シ得 ザ ルハ論 ヲマ

タザル所 ナ リ.

 次 ニ健 康人血液還 元Glutathion量 ハ男女
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28例 平 均0.0316%,男14例 平均0.0323%,女

平 均0.0309%ヲ 示 セ リ.

 各 種 疾患40例 ニ於 ケル血液還元Glutathion

値 ハ肝臟疾患 ニ於 テ可成 リ著明ニ減少 シ,黴

毒性疾患 ニ増量 セル モ其 ノ他 ノ疾患,例 之,

肺結核症,滲 出性肋膜炎,動 脉硬 化症,糖 尿

病 ニ於テハ著變 ヲ認 メズ.G.Q.ハ 凡 ソ還 元

Glutathion量 ト併行 シテ増 減 シタ レ共,殊 ニ

肺結核症 ニ於 テハ血液還元Glutathionノ 増

量僅微 ニ シテ殆 ド認 メ得 ザルノ程度 ナルニ反

シG.Q.ハ 可 成 リ著 明 ノ増率 ヲ示 セ リ.

 以 上總輸 膽管緒紮竝 ニ燐中毒 ノ際 ニ於ケ ル

實驗成績 ヲ比較 スルニ肝,脾,血 液竝 ニG.Q.

ハ共 ニ減 少 シ,心 臟ニ於 テ共 ニ漸次増量 セル

外,他 ノ臟器 ニ於 テハ夫 々全 ク相異 ル成績 ヲ

得 タ リ.即 チ同 ジク肝臟 ヲ障碍 ス ト考 ヘ ラル

ル2操 作 モ生體 内諸臟器組織還 元Glutathion

量 ニ及 ボス影響 ハ夫 々甚 ダ シク其 ノ趣 ヲ異 ニ

セ リ.而 シテ之等各臟器組織内或 ハ血液還 元

Glutathion量 ノ變化 ヨ リ シテ生體諸臟 器間

ニ存在 スル極 メテ複雜微妙 ナル相互關係,例

之,代 償性機能亢進或 ハ二次的機能障碍 等 々

ヲ直チニ云 々 シ得 ザ レドモ,少 ク トモ鬱積 黄

疸 竝ニ燐 中毒 ノ2操 作 ニ於テ共 ニ肝臟 内還 元

Glutathion量 ノ著明 ナル減 少 ト共 ニ,之 ト

並行 シテ血液還 元Glutathion量 ノ減少竝 ニ

臨 牀的 ニモ亦肝 臟疾患時 ニ際 シテ血 液 還 元

Glutathion及 ビG.Q.ノ 共 ニ減 少 セル結果 ヨ

 リシテ,又 一方肝臟 ガ生體 内新陳 代謝 ノ中心

 ヲ ナス事等 ヲ併 セ考 フル時,之 等諸臟 器相互

間 ニ密接 ナル關係 ノ存在 スルヲ窺知 シ得 ベ ク

甚ダ 興味 アル成績 ナ リ ト思惟 ス.

 而 シテ又上述肝臟 障碍 ニ際 シテノ ミナ ラズ

先 ニ報告 セル「ウラン」中毒 乃至 ハ窒 息ニ於 テ

モ類 似傾向 アル變 化 ヲ認 ムル ヲ得 ルハ生 物學

的ニモ亦意義 アルモノ ノ如 シ.

 第7表 鬱積黄疸竝ニ燐中毒時血液竝ニ

 臟器内還元Glutathion
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 第6章 結 論

 余 ハ家兎ニ就 キ總輸膽 管結紮,燐 中毒竝 ニ

2, 3疾 患時 ニ於ケ ル血液竝 ニ諸臟器組織 内還

元Glutathion量 ノ變化 ヲ檢索 シ次 ノ結 果 ヲ

得 タ リ.

 1) 總 輸 膽管結紮時 ニハ家兎,肝,脾,腎,

副 腎竝 ニ血液 ニ著明 ニ減少 シ特 ニ肝腎 ニ於 テ

ハ日ヲ逐 フテ漸次減 少ノ度 ヲ加 フ.之 一反 シ

獨 リ心臟 ニ於 テハ著 明ニ増加 セリ.肺 筋肉 ニ

於 テハ著變 ナ シ.

 2) 燐 中毒時 ニハ肝,脾,血 液共 ニ著明 ノ

減少ヲ見 タ リ.腎,肺,心,筋 肉 ニ於テハ何

レモ増加シ,殊 ニ肺,心,赤 色筋 ニ於テハ日

數 ノ經過 ト共 ニ漸次著明 ニ増量 セリ,副 腎 ニ

於 テハ著變 ナ シ.

 3) 健 康 人血液還 元Glutathion量 ハ男子

平均0.0323%,女 子 平均0.0309%,男 女 平均

0.0316%ナ リ.

 4) 各 種 疾患時血液還 元Glutathionハ 肝

臟疾患 ニ於 テ著明 ニ減 少 シ,黴 毒性疾患 ニ於

テ増 加 セル外 ハ糖尿病 ニ於 テ多少減少 ノ傾 向

ヲ,肺 結核,滲 出性肋膜 炎動脉硬化症 ニ於 テ

多少増 加 ノ傾 向ヲ認 ムル モ著明ナ ラズ.
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